
市　報　に い が た
に
枝
が
な
い
場
合
は
、
枝

を
ね
じ
っ
て
横
に
な
る
よ

う
に
、
誘
引
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

さ
て
、
セ
ン
タ
ー
の
中

央
花
壇
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

か
ら
サ
ル
ビ
ア
へ
と
衣
替

え
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
サ
イ
、
ク
レ
マ
チ
ス
、

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ユ
リ
、

ツ
ル
バ
ラ
、
ウ
ツ
ギ
類
な

ど
の
花
木
類
が
、
６
月
の

園
内
を
彩
り
ま
す
。

梅
雨
空
の
な
か
、
雨
露

あ
め
つ
ゆ

に
洗
わ
れ
て
一
段
と
緑
豊

か
な
園
芸
セ
ン
タ
ー
で
、

休
日
の
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
園
芸
セ
ン
タ
ー
）

今
年
の
春
先
は
晴
天
続

き
で
、
お
庭
の
水
管
理
に

苦
労
し
た
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

立
ち
木
の
果
樹
（
カ
キ
、

ウ
メ
、
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
な

ど
）
は
、
春
か
ら
伸
び
た

新
梢
を
繁
茂
し
た
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
樹
の
内
側

ま
で
日
が
当
た
ら
ず
、
せ

っ
か
く
の
実
が
落
果
し
て

し
ま
う
こ
と
が
間
々
あ
り

ま
す
。
枝
が
密
生
し
て
い

る
場
所
は
、
枝
ぶ
り
を
見

な
が
ら
誘
引
し
た
り
間
引

き
ま
し
ょ
う
。

７
月
以
降
も
伸
び
続
け

て
い
る
枝
や
上
向
き
の
強

い
枝
は
、
元
か
ら
切
り
除

き
ま
す
。
た
だ
し
、
周
り
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

の
公
式
エ
ン
ブ
レ
ム
が
発
表
さ

れ
、
同
大
会
へ
向
け
て
の
気
運

が
一
層
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
、

市
で
は
、
来
た
る
２
０
０
２
年

Ｗ
杯
の
新
潟
開
催
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
、
小
・
中
学
生
を
対
象

と
し
た
Ｗ
杯
開
催
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
製
し
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
広
げ
る

と
横
72
�
、
縦
51
�
の
大
き
さ

に
な
り
ま
す
。
記
憶
に
新
し
い

昨
年
の
フ
ラ
ン
ス
大
会
の
開
会

式
や
、
各
国
サ
ポ
ー
タ
ー
の
写

真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
。
Ｗ
杯

優
勝
国
の
紹
介
、
サ
ッ
カ
ー
の

歴
史
、
Ｗ
杯
大
会
の
し
く
み
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て

あ
る
ほ
か
、
２
０
０
２
年
Ｗ
杯

の
開
催
地
な
ど
が
一
目
で
分
か

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
ま
で
の
向
こ
う

３
年
間
、
壁
に
張
っ
て
楽
し
め

る
よ
う
に
、
２
０
０
２
年
ま
で

の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
掲
載
し
ま
し

た
。３

年
後
の
Ｗ
杯
大
会
開
催
時
、

最
も
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
し
盛
り

上
げ
る
世
代
に
な
る
と
期
待
さ

れ
る
小
・
中
学
生
に
、
大
き
な

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
作

製
し
た
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
お
早
め
に
ど
う

ぞ
。

配
布
場
所

地
区
事
務
所
、
連

絡
所
、
万
代
市
民
会
館
、
西
新

潟
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
総
合
対
策
室
（
�
内
線
２
１

８
４
）
へ

市
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
は
、
Ｊ

リ
ー
グ
の
試
合
運
営
に
参
加
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

期
日
・
試
合

８
月
28
日
・
横

浜
Ｆ
マ
リ
ノ
ス
対
ガ
ン
バ
大
阪

会
場

市
陸
上
競
技
場

対
象

18
歳
以
上

申
し
込
み

６
月
30
日（
必
着
）

ま
で
に
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
（
自
宅
・
勤
務
先
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
競
技
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
歴
を
記
入
し
、
神

道
寺
２
６
０
・
８
、
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
事
務
局
（
「
�
工
材
」

内
�
２
４
１
・
０
６
２
８
）
へ

※
団
体
で
の
登
録
も
可

若
者
を
中
心
に
好
評
を
博
し

て
い
た
「
日
本
海
夕
日
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」
（
市
青
年
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
主
催
）
は
、
11
回
目
と
な

る
今
年
、
多
く
の
人
の
感
動
を

乗
せ
て
そ
の
航
海
に
終
止
符
を

打
ち
ま
し
た
。

ま
し
た
。

大
自
然
の
イ
キ
な
演
出
の
後

は
満
月
の
あ
か
り
を
バ
ッ
ク
に

静
か
に
航
海
を
続
け
ま
し
た
。

一
方
船
内
で
は
、
実
行
委
員
の

企
画
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
で
大
き
な
盛
り
上
が
り
。

男
女
の
出
会
い
を
演
出
す
る

「
ね
る
と
ん
パ
ー
テ
ィ
ー
」
や
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
選
手

と
の
交
流
会
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ

ン
ド
の
ラ
イ
ブ
な
ど
、
参
加
者

は
船
上
で
の
思
い
出
づ
く
り
に

一
生
懸
命
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

市
内
の
真
柄
章
子
さ
ん
は

「
夕
日
が
と
て
も
き
れ
い
で
よ
か

っ
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時

間
だ
っ
た
」
と
興
奮
さ
め
や
ら

ぬ
様
子
で
感
想
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

主
催
の
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

長
・
上
杉
知
之
さ
ん
は
、
今
回

の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
振
り
返
っ

て
「
想
像
し
た
以
上
に
、
最
後

の
航
海
を
惜
し
む
声
が
多
く
て

驚
い
た
が
、
皆
さ
ん
に
満
足
し

て
も
ら
え
て
本
当
に
う
れ
し
い
。

ス
タ
ッ
フ
や
市
民
の
皆
さ
ん
の

熱
意
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
使
命
と
し
て

ま
た
形
を
変
え
た
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

市
で
は
「
に
い
が
た
市
民
大

学
」
第
６
期
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
高
度
で
専

門
的
な
学
習
要
求
に
応
え
る
た

め
、
県
内
外
か
ら
講
師
を
招
い

て
、
今
年
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
魅
力
あ
ふ
れ
る
６
講
座
を

用
意
し
ま
し
た
＝
表
＝

各
講
座
と
も
前
期
で
は
、
講

義
に
よ
り
広
範
な
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
後
期
は
小
人
数

制
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
よ
り
自
主

的
に
学
習
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

会
場

万
代
市
民
会
館

対
象

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人
、
各
講

座
前
期
70
人
、
後
期
20
人
（
後

期
受
講
者
は
前
期
修
了
者
か
ら

募
集
）

回
数
・
受
講
料

前
期
…
10

回
・
８
０
０
０
円
、
後
期
…
15

回
・
１
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み

７
月
31
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
本
館
案
内
、
地

区
事
務
所
、
公
民
館
な
ど
に
あ

る
所
定
の
申
込
用
紙
に
90
円
切

手
を
同
封
し
、
〒
９
５
１
・
８

５
５
０
生
涯
学
習
課
（
�
内
線

３
２
５
５
）
へ

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選

日
時

９
月
17
日
午
後
７
時
〜

８
時
半

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

演
題

「
激
動
す
る
世
界
と
日

本
」

講
師

猪
口
邦
子
（
上
智
大
学

法
学
部
教
授
）

定
員

先
着
５
０
０
人

申
し
込
み

電
話
で
生
涯
学
習

課
へ

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
（
市
民
芸
術

文
化
会
館
）
で
は
、
市
お
や
こ

劇
場
連
絡
会
と
共
催
で
、
日
本

児
童
・
青
少
年
演
劇
劇
団
協
議

会
の
合
同
公
演
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
　
ザ
・
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」
と
、

韓
国
ミ
ン
ド
ル
レ
劇
団
公
演

「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
＆
蜂は

ち

」

を
上
演
し
ま
す
＝
表
＝
。

ザ
・
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
は
、
ギ
リ

シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
人
間
味

あ
ふ
れ
た
神
々
を
ヒ
ー
ロ
ー
に

な
ぞ
ら
え
、
ヒ
ー
ロ
ー
と
共
に

冒
険
の
旅
に
出
た
２
人
の
少
年

少
女
が
、
大
活
躍
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
。
ゴ
ル
ゴ
ン
の
首
、
歌

う
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
、
ミ
ノ
タ
ウ

ロ
ス
の
迷
宮
の
３
部
作
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
た
物
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
＆
蜂
は
、

イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
「
ア
リ
と
キ

リ
ギ
リ
ス
」
を
作
り
変
え
た
も

の
。
韓
国
の
プ
ロ
劇
団
・
ミ
ン

ド
ル
レ
が
、
韓
国
の
伝
統
的
な

舞
踊
や
音
楽
を
、
効
果
的
に
取

り
入
れ
た
舞
台
を
繰
り
広
げ
ま

す
。
日
本
語
も
入
っ
て
、
小
さ

な
子
ど
も
で
も
楽
し
め
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
演
は
、
舞
台
芸

術
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ア
ジ
ア
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら

い
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
の
理
解

と
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

実
施
す
る
「
’99
国
際
児
童
青
少

年
演
劇
ア
ジ
ア
大
会
」
の
一
環

と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

同
大
会
は
、
児
童
や
青
少
年

の
た
め
の
舞
台
芸
術
活
動
を
行

っ
て
い
る
、
ア
ジ
ア
12
カ
国
の

代
表
が
集
い
、
本
市
を
含
み
、

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
13
都

市
で
、
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
国
際
会
議
を
実
施
し
ま
す
。

会
場

り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
劇
場

チ
ケ
ッ
ト
　
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
、

お
や
こ
劇
場
、
市
内
の
主
な
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中

問
い
合
わ
せ
　
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ

チ
ケ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
�

２
２
４
・
５
５
２
１
）
へ

好
天
に
恵
ま
れ

た
５
月
30
日
午
後

６
時
半
、
真
っ
赤

な
夕
日
に
照
ら
さ

れ
て
船
は
出
航
。

夕
日
の
美
し
さ
に
、

船
内
の
至
る
と
こ

ろ
で
た
め
息
交
じ

り
の
賞
賛
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
午
後
７

時
に
夕
日
が
姿
を

消
す
瞬
間
に
は
、

参
加
者
か
ら
一
斉

に
拍
手
が
起
こ
り

家庭果樹の

新梢
しんし ょ う

管理

市役所への郵便は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます。

新潟若手商人塾 市民公開講座
日時 ６月17日午後３時から
会場 市役所第１分館101会議室
内容 講演「昨今・商売事情」河田芳雄
（新潟伊勢丹代表取締役社長）
定員 先着50人
申し込み 商工振興課（�内線2527）へ
※同塾の塾生も募集しています

Ｗ
杯
開
催
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

美しい夕日よ永遠に－－

講 座 名

アジアの経済改
革と21世紀の
展望

現代家族入門～
家族のいまを考
える
音楽の社会史～
＜音楽の場＞と
楽器について考
える

地域史から見る
日本の古代

21世紀の新潟
市の基盤整備を
考える

日本海の海洋科
学～海の過去・
現在・未来

内 　 容

アジア経済の工業化と
構造改革の課題、アジ
アの産業と技術、ほか

社会と家族、経済の変
化と家族、家族と揉め
ごと、ほか

＜音楽の場＞の社会史、
チェンバロとサロン、
音の建築空間、ほか

旧石器時代の世界にお
ける日本列島、越後に
おける倭国大乱、ほか

国土構造転換における
新潟の役割、環境都市
新潟の形成のために、
ほか

日本海の自然環境、日
本海の漁業資源とその
持続的利用、ほか

開催期間
（ ）は後期

10月８日～12月10日
（１月７日～７月28日）

９月22日～12月１日
（１月12日～７月26日）

９月30日～12月９日
（１月13日～７月27日）

９月25日～12月４日
（１月８日～７月29日）

９月21日～11月30日
（１月11日～７月25日）

９月18日～12月４日
（１月８日～７月29日）

曜 日
時 間

金曜日
午後７時
～９時

水曜日
午後７時
～９時

木曜日
午後７時
～９時

土曜日
午後２時
～４時

火曜日
午後７時
～９時

土曜日
午前10時
～正午

講　　座
コーディネーター

新潟大学経済学部
教授
谷浦　孝雄

新潟大学法学部教
授　
南方　暁

新潟大学人文学部
教授　
松本　彰

新潟大学人文学部
教授　
小林　昌二

新潟大学経済学部
教授　
西澤　輝泰

水産庁日本海区水
産研究所海洋環境
部長　
黒田　一紀

公演名 日　時 チケット（全席自由）

Ｓ席…一般3,500円、４
歳～中学生2,500円
Ａ席…2,000円

〃

〃

2,000円

７月25日
午後３時開演

７月25日
午後６時開演
８月４日

午後６時半開演

７月30日
午後６時半開演

ザ
・
ヒ
ー
ロ
ー
ズ

ゴルゴンの首

歌うオルフェ
ウス

ミノタウロス
の迷宮

韓国ミンドルレ
劇団公演「アリ
とキリギリス＆
蜂」

女性センター・アルザ
申し込み 同センター（�246-7713）へ
※保育あり（予約制、先着15人）
�やさしい女性学～おやこ、地域、しご
とに見る不思議
日時 ６月18・25日、７月９日午後７
時～９時　内容 現代の親子事情、ほか
定員 先着30人
�エンパワーメント女性学～女性の参画
日時 ６月23日～７月21日毎週水曜日
午後１時半～３時半　定員 先着40人

日本語教育講座入門編
日時 ７月３・10・17日午後１時～４
時15分
会場 新潟国際友好会館（上大川前通６）
対象 外国人に日本語を教えることに興
味がある人15人（初心者）
申し込み ６月21日（必着）までにはが
きに住所、氏名（フリガナ）、電話番号、
年齢を記入し、〒951-8550市国際交流
協会事務局（国際課内�内線2053）へ
※応募多数の場合抽選

来年度使用教科書展示会
日時 ６月21日～７月10日午前９時～
午後５時（日曜日を除く）
会場 新潟教科書センター（西大畑町、
市総合教育センター内）
展示内容 小・中・高等学校で来年度使
用する教科書
問い合わせ 会場（�229-0233）へ

マイクロバスで行く佐潟公園植物観察会
日時　６月22日午後２時～４時
集合場所 佐潟水鳥・湿地センター前
申し込み 当日直接会場へ　※専用バス
希望者は市総合教育センター植物資料室
（�228-0698）へ、先着40人

ミ ニ コ ン サ ー ト
日時 ６月16日午後０時20分～同50分
会場 市役所本館１階市民ロビー
出演 井上静香（バイオリン）、岩倉知
子（電子ピアノ）
曲目 モーツァルト「ロンドト長調」、
ベートーベン「ロマンスヘ長調」、ほか

天寿園定期コンサート
日時 ６月20日午後１時～２時半
出演 石山リコーダー・アンサンブル
曲目 トルコ行進曲、待ちぼうけ、ほか
問い合わせ 市都市緑化推進協会（�
232-7400）へ

大畑少年センター

あそんでホップ・ステップ
日時　６月26日午前９時～正午
対象　小・中学生先着30人
内容　三角ベースボール、ほか
参加費　300円
申し込み　同センター（�228-4100）へ

オルガンプロムナードコンサート
日時　６月19日午前11時15分～正午
会場　りゅーとぴあコンサートホール
演奏曲目 後藤丹「生命への讃歌（初
演）」、バッハ「小フーガト短調」、ほか
問い合わせ　同館事業課（�224-7000）へ

水の都にいがた安全・安心まちづくり女性フォーラム

実 行 委 員 募 集
安全で安心して暮らせるまちづくりの

企画に参加してくれる人を募集します。
問い合わせ 同事務局（整備計画課内�
内線2813）へ


